
 

 

 

 

 

 

 

  

協立電機株式会社 
2022 年 6 月期決算説明会 

 

2022 年 9 月 8 日 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
1 

 

イベント概要 

 

[企業名]  協立電機株式会社 

 

[企業 ID]  6874 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 6 月期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 通期 

 

[日程]   2022 年 9 月 8 日 

 

[ページ数]  32 

  

[時間]   13:20 – 14:05 

（合計：45 分、登壇：45 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2 階 

第 2 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社⾧  西 信之（以下、西） 
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登壇 

 

西：こんにちは。協立電機の社⾧の西と申します。第 64 期の決算説明並びに IR を始めさせていた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

当社、協立電機でございますが、最初、会社の概要と、次に業績、それから製品につきましてご紹

介、こんな順番でご説明させていただきたいと思います。 

 

協立電機、何をやっている会社かというところでございますが、インテリジェント FA システム、

どうも片仮名やら横文字が多くて分かりづらいですが、ファクトリーオートメーション、工場の自

動化と IoT を融合したジャンルの仕事、そのようなものをやらせていただいております。ですか

ら、お客様の 93%が、いわゆる製造業のお客様。残りの 7%も官公庁、あるいは電力、ガスといっ

たような会社様でございますので、ほぼ 100%製造業のお仕事をさせていただいているかと思いま

す。 
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大きく分けまして、その製造業に関しまして、生産ラインの自動化、それから新製品の研究開発の

お手伝い、それから、いわゆる製品の試験装置、そのようなものをつくらせていただいておりま

す。 

大体グループ全体で 1,700 名ぐらいでございまして、コンピュータのシステムを組むシステムエン

ジニアが大体 300 人弱、それから、開発部隊が 80 人前後、日本語が全く読み書きできない人、要

は現地の方が 200 人弱、そのような感じでございます。 

 

沿革でございますが、1957 年に静岡市において創業いたしました。初代の社⾧が、実は私の父で

ございます。私が社⾧になって 8 年目でございますが、その前の社⾧は兄でございました。兄が、

実は突然死んでしまいまして、私が社⾧をやらせていただいています。 

ただ、突然落下傘候補で下りてきたわけではなくて、それまでも技術部門、あるいは東京の支社⾧

をやっておりましたので、知見や何かはあるのではないかと思っております。 

ご覧の沿革の中で、赤い丸で囲ったところが海外の拠点です。先ほど申し上げました、製造業のお

客様を中心にお仕事をさせていただいている、となりますと、日本から海外に出ていく、これが必
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然的な流れになってきている、そう思っております。昔は、言い方は失礼ですが、いわゆる製造現

場そのもの、これは海外に出ていく。研究・開発・設計、そういった付加価値の高いものは国内に

残っている、そう思っておりましたが、どうも最近、それも全て海外に出始めています。 

もうキーワードは一つでして、現地に合ったものを現地でつくると。多分これは最初に始められた

のが SAMSUNG さんじゃないかと思います。例えば冷蔵庫一つとりましても、インドに行きます

と、なぜか知りませんが、インドの方は、あまり生野菜を召し上がらない。だから、野菜室はそん

なに要らない。中国に行きますと、いわゆるラーメン丼みたいな色じゃないと受けが悪い。アメリ

カに行きますと、巨大な冷凍庫がないと、もう売れない。そんなところがあるようでございます。

ですから、それに合わせてやっていかざるを得ない。これは、いい悪いではないと思っています。 

当社のビジネスの一つのリスクでございますが、やはり海外に出るスピードがお客様に負けたと

き、もうちょっと分かりやすく申し上げます。今、東南アジアには拠点がいくつかありますが、南

米、あるいはアフリカにはございません。ちょっと極端な言い方ですが、来月にお客様のみんな

が、南米あるいはアフリカに行ってしまうと、これはもう大変な騒ぎになります。そこを常に見て

いかなければならないと同時に、海外の拠点もスクラップ・アンド・ビルドをしていかなければな

らない。 

例えば 2001 年に初めて海外拠点の進出を始めたわけでございますが、このときはタイとマレーシ

アとシンガポールにつくりました。今、実はシンガポールの拠点はございません。なぜかといいま

すと、もうシンガポールは金融の国になっちゃったんですね。われわれのお客さんは一つもないと

は申し上げませんが、もうこれは置いておくのはいかがなものかと。むしろマレーシア、もともと

シンガポールと同じ国で、そこにジョホールバルというところがございます。国境沿いで、そこに

拠点があるので、そこから見させていただければいいんじゃないかと、そういったところでシンガ

ポールを閉めました。 

その他、いろいろとご覧のようにつくってまいりました。例えば、ベトナムにおきましては、ちょ

うど 10 年ですが、それまでハノイにしかなかった拠点をホーチミンにも増やしました。海外の拠

点で一番拠点が多いのがマレーシアだったんです。マレーシアが、ペナン、クアラルンプール、ジ

ョホールバルにございますが、実は今年の 10 月からインドが一番拠点が多くなります。インドが

ニューデリー、ムンバイ、アメダバード、バンガロール、そしてプネになります。やはりインドは

人が増えておりまして、いずれ中国を抜いてしまう。となりますと、やはり人が増えているという

ことは、やはり成⾧していっているということなのかもしれません。ちょっと実感しているところ

ではあります。 
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これが、私どもが内部統制大賞をいただいたときの写真でございまして、ここに写っているおじさ

んが私の兄の 2 代目の社⾧でございます。ちょうどこのとき、セブン&アイ・ホールディングスさ

んとご一緒に受賞させていただきました。 
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現在、グループ会社がワールドワイドも含めて 23 社あり、うち連結が 8 社です。この 23 社をど

う分類するのか。いろいろと分け方はあると思うのですが、一つが、いわゆるものの売り買いをす

る商社の一団、それからものを製造するメーカーの一群、それから現業という言い方をしているの

ですが、工事をやるとか、あるいは現場でアフターメンテナンスをやるといった、現場の作業が中

心になるもの、この三つに分かれまして、その真ん中に協立電機がいると、そんなようなイメージ

をもっていただければ幸いでございます。 

なぜ 23 社もあるのか。一つは、海外の現法というのがあるのですが、もう一つはわれわれのビジ

ネス、「One Stop Shopping」という言い方をしているのですが、何かというと、お客様が欲しい

のは、工事でもなければ、ソフトウェアでもなく、ハードウェアの製作でもなく商社機能でもな

い。欲しいのは結果です。それをグループの 23 社が、寄ってたかってと言うと語弊があります

が、ご提供できるようにする。 

どういうことかというと、ファクトリーオートメーション業界のスーパーマーケットと、ちょっと

今、イメージがあまりよくないのかもしれませんが、それをやってみる。私の母の時代は、例え

ば、夕ご飯を作ろうと思うと、まず八百屋さんに行って野菜を買って、次に魚屋さんに行く。いい
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お魚がないわというので、今度は肉屋さんに寄って、そこで肉を買ってから乾物屋さんに寄って帰

ってくる。 

ところが、スーパーマーケットができてから、全部そこで事が足りてしまうんですね。そして、ま

た安い、便利なんです。安いというのは購買力の問題もあるのでしょうけれども、お客さんにとっ

て非常に便利。これはどうも、リーマン・ショックが日本において一つの契機だったんじゃない

か、そんな気がしています。 

どういうことかと申しますと、それまでは、お客さんご自身で設計をされ、ここはあなたの会社、

ここはあなた、ここはあなたの会社と、分離発注されていたんです。リーマン・ショックで人が減

ってまいりました。そのノウハウの継承が必ずしもうまくいかなかった。そうしますと、全部丸投

げと言うと失礼な言い方になりますが、できるところが欲しいというところで、一つのニーズがで

きたのではないかと、そう思っております。 

この「One Stop Shopping」、やる方にとってもメリットがあります。どういうことかというと、

例えば非常に僭越な言い方ですが、20 人のソフトハウスさんとわれわれが価格競争をして、勝て

るはずがないんです。その 20 人のソフトハウスさんがハードウェアを作れるか、工事ができるか

というと、実はできないわけです。ですから、そういったものを全てお客様にご提供できるような

存在になろう、これが「One Stop Shopping」の意味でございます。 

こうしてやっていきますと、ベンダー側のメリットといたしまして、先ほど申し上げました価格競

争のメリットもありますし、もう一つ、お客様は、コスト構造がよく分からなくなります。ですか

ら、そういったところにわれわれの売りがあるのかなと思っております。 
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これが、M&A の推移でございまして、この何年か、ちょっと M&A の手数料が上がり過ぎちゃっ

ているので抑えているのですが、また始めようかなと思っております。23 社、やはり 1 からつく

るのではなくて、いろいろな M&A 等を通じてグループに入っていただいた会社がいっぱいござい

ます。 

ここで、よく皆様からご質問を頂戴するのですが、おまえのところは海外比率はどのぐらいあるん

だと。これは別に隠しているわけじゃないですが、例えば某自動車会社様、田町に本社がある会

社、田町から日本円でご注文書が出て、水島の工場、水島の製作所に半年間入れて様子を見て、そ

れからインドネシアに持っていく。あるいは静岡の浜松に本社がある自動車会社様からご注文を円

でいただく。だけど、最終納入地はインドであると、そういったものがあります。 

本来、これは為替リスクがありませんので、国内の商売とカウントするべきなんでしょうけど、わ

れわれは実際の最終据え付け、最終調整地である海外と、このように捉えています。それでちょっ

と海外比率をご公表していないというのは、そういう訳でございます。 
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海外の仕事で、今申し上げました為替リスクがあります。それから、政治のリスクもあります。ロ

シア、あるいは、ついこの間のミャンマーに至ってはクーデターが起きてしまって大変な騒ぎで

す。もう一つ、文化のリスクがあります。どういうことかというと、例えばインド、こちらはイギ

リスの植民地でいらっしゃった時代が⾧かったので、欧米流の契約の概念が非常にしっかりしてい

らっしゃいます。その代わり、油断ならないのが、基本契約は口頭でして、ああ、OK となったら

ば契約書が出てきて、そこに署名するわけですが、出てくる契約書が、ドラフトと違うものが出て

くるんです。よく読まずにサインするおまえがバカだと言われたらそうですが、やはり油断がなら

ない。 

中国に至っては、例えばわれわれは日本の会社ですから、ここはやって、ここはやらないというの

を決めてお邪魔します。当然のことですが、やると決めたものはしっかりやらせていただくんです

が、終わったとその後、お客様が、やらないと決めたものをやれと言われるんですね。いやいや、

これはやらないと決めたじゃないですかと申し上げると、あのときはそう思っていた、今は違う、

やれと。じゃないと金払わないみたいな話がありまして、これは後から分かったんですが、要はお

ねだりなんですね。そういったものがいろいろあります。やはりそこに対応していかなきゃいけな

い。いい悪いじゃなくて。 

例えば、京葉線に舞浜という駅がございますね。ディズニーランドに行くときに下りられる駅。あ

れは、なんでディズニーランド前って言わないか皆さんご存じでしょうか。あれ、ディズニーラン

ドが後からできたんじゃないですよ。もともと貨物線ですから、駅があったんです。そこにディズ

ニーランドができるというので、JR さんがディズニーランドに行って、ディズニーランド前とい

う駅をつくろうと思いますがどうですかと言ったんですね。 

ディズニーランドさんが、ありがとうございます、ぜひお願いします。ついては、名前の使用料、

何千万円くれと、そういう話になりまして、JR さんはびっくりしちゃって、あなたのために駅を

つくるんですよと言ったら、ディズニーランドさんが、すかさず、それでお宅はもうけるでしょう

と、これは文化なんですね。いい悪いではない。 

そういった方々と、われわれはこれからも商売をしていかざるを得ないというところだと思いま

す。 
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業績でございます。今のところ、3 期前の 61 期だったのですが、そこが最高でして、売上、利益

の。まだ実はそこに追い付いておりません。当社は研究開発型の企業でございまして、今、ご存じ

の半導体不足がすごいですね。ですから、ものが入ってこない。ものがつくれないんです。結構、

受注はおかげさまでいっぱい頂戴いたしまして、たまっているんですが、半導体が出てこないもの

ですから、売上に結びついていかない。 

私、先ほど申し上げましたが、社⾧をやらせていただいて 8 年たちます。その中で受注残高がこれ

だけたまっているのは過去最高でございます。大体 20 年 6 月期が、7 月 1 日始まったときに 65

億円ぐらいで、21 年 6 月が 70 億円ぐらいだったんです。今年の 6 月が終わったところでは 130

億円、2 年分たまっております。そのようなところでございます。 

先ほど申し上げました研究開発型でございますので、必ずしも全ての開発がうまくいかない。むし

ろ失敗のほうが多いです。10 テーマがあったと仮にしますと、成功するのは、よくて二つから三

つ。後の七つから八つは、みんな失敗です。 
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じゃあ、失敗は意味がないのかというと、実はこれが私どもの財産です。こうやっていくとこうい

う結果に出るというのが分かりますと、その後、新しい研究、新しい開発をするときに、効率が良

くなります。この二つ、三つの成功を、四つ、五つにすべく努力はしますが、多分、七つ、八つは

絶対に成功しません。ですから、よくこのコロナ禍が始まる前、アナリストの皆さんからお叱りを

頂戴したのは、比較的自己資本比率が高いことです。これは、先ほど申し上げましたように、研究

開発が必ずしも全部成功しないので自己資本を厚くしておかないと大変なことになると。 

コロナが始まる前は、そんなに自己資本が余っているんだったら配当を出せ、自社株買いをしろ

と、随分お叱りを頂戴したんですが、そういった事情でございます。 

PER、PBR、これがご覧のような数字だということは、やはりまだまだ私も努力が足りない、何を

やっているか訳が分からない会社だというところもあるのかもしれません。そこは、この後もこう

いう機会を通じて、皆様にお知らせしていきたいと思っています。 

 

売上高と経常利益の推移でございますが、ポコンと下がっています。真ん中にあるのがリーマン・

ショック、右側にあるのはコロナ、そんな感じでございます。 
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これは売上高経常利益率ですが、われわれはお客様の設備投資、あるいは研究開発に携わっており

ます。そうしますと、1 年間で見ればまだしも、必ずしも四半期毎にちゃんと売り上がってくるこ

とは実はないんです。いわゆる期ズレが発生します。そうしますと、非常にばらつくというと語弊

があるのですが、暴れてしまうことが多々あります。 

もう一つ、われわれの商売、先ほど申し上げました、工場の生産現場の自動化という話を申し上げ

ましたが、となると、お客様から見ますと、製造業のお客様にとりまして、生産現場はある意味命

ですから、聞いたことがない会社にポンとやらせるのはとても不安がある。ですから、われわれは

非常に新規のお客様を開拓するのに苦労しています。 

どうするんだという話ですが、大きく分けて三つあります。 

一つは、日本って面白くて、業界によって必ずしもそうでもないですが、同業者組合みたいなもの

があるんですね、そこでご紹介をいただく。 

それからもう一つが、われわれの海外で仲良くしているお客様と国内で仲がいいお客様は、必ずし

も一致していません。そこに、人事異動があります。タイに行かれた方が日本に帰ってくる、ある
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いは日本の方がインドネシアに行かれる、そうしますと、そこを追いかけて、お取引を頂戴する訳

です。 

それから三つ目ですが、例えば、第 1 期、2 期、3 期とあったとします。そうすると、第 1 期、多

少値段を無理しても取ることがあります。なぜか。第 1 期を取らないと、第 2 期、第 3 期が取れ

ないんですね。第 2 期、第 3 期を取って 1 期分を返していただこうというと失礼ですが、われわ

れとしてはそこで取り返しているというところでございます。お客様には言えない話ではございま

すが。 

その第 1 期を取るときに、例えばこのラインに 30 台のある種の機械が必要だと、そういうケース

が仮にあったとします。でも 35 台目は要らないと。そういったとき、われわれ実はつくってしま

います。なぜつくるかと言いますと、一つは、われわれの開発したハードウェア、あるいはシステ

ムが入ることによって、第 2 期以降、競合が入れなくなってしまうんですね。 

こういったハードウェアをつくってしまうと、私の感覚ですが、市場規模で 100 億円から 150 億

円ぐらいに線がある、そんな気がしています。どういうことかと言いますと、150 億円のマーケッ

トになってくると、大手さんが参入してくるんです。逆にそれより小さいと、大手さんに対して参

入障壁があるんです。ここは一つ、われわれの売りでございまして、ですから、開発の部隊は、実

は私の直属です。 

最近、ちょっと毎週は出られないんですけれども、そこの会議に出まして、そこで私が言っている

のはただ二つです。 

一つが、プライオリティを付けてくれ。何を先にして何を後回しといいますか、次にするかという

順番をしっかり付けよう。 

それからもう一つ、このお話で、お客様の言うものを、お客様の満足するとおりつくって、一丁上

がり、これをやっているのは、実は下請けです。そうじゃなくて、このお話の中で横に水平展開で

きるのはどこだと。そうじゃないのはどこだ、これを切り分けようと。横に水平展開できるものは

どんどん水平展開をしていこう。 

ですから、私どものホームページをご覧いただきまして、製品群が非常に分かりづらいところがあ

るんですね。何かと言いますと、例えば自動車会社様であれば、トヨタさんを例に取ると、レクサ

スもカローラも同じ車です。非常に分かりいいのですが、私どもはどうもそうではない。ここは私

どもが分かりにくくしている原因の一つかと思います。 
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ただ、見る方が見ると明確な共通点があります。アナログ技術です。どういうことかと言います

と、アナログのデータ処理が実は得意です。確かに今、コンピュータで処理していくにはデジタル

化をしないとできません。ただ、アナログデータをデジタルにする、これは実は簡単です。ちょっ

と言葉が過ぎますが、デジタルをおやりになられる方は、いっぱい腐るほどいるんですが、逆に言

うと、アナログがおできになる会社はあまりない。われわれは、もう 64 年間ぐらい計測制御をや

っておりますので、そういう意味ではアナログの処理が得意です。これも一つの売りでございま

す。 

また、連結の ROE ですが、15%ぐらいを目標にやっていきたいなと思っています。8%が合格だよ

というお話もございますが、もうちょっと上げていきたいと思っております。 
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株価と B/S、P/L のところは省略させていただきます。 
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われわれは一つの政策として、安定的に配当を増やさせていただこうと。今年は、実は対前年に比

べて 10 円アップの配当を予定しているんですが、それは先ほど申し上げましたような受注がたま

ってきているところも一つの理由でございます。 
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今、コロナが始まりまして、若干流れが変わったのかもしれませんが、間違いなく日本、いや世界

も少子高齢化していく。正直言いまして、移民も一つの解決策ではありますが、なかなか言葉、文

化の問題等々もございまして、必ずしもうまくいかない。となると、答えは自動化、コンピュータ

化、ロボット導入、これしかないです。まさにこれがうちの商売でございます。そういう意味で

は、大変僭越ですが、時代の追い風を受けていると思っております。 

ロボットに関してちょっと付け加えますと、ロボット、日本だと自動車産業に一番最初に入りまし

た。自動車産業は、もう陣取り合戦も終わっています。今、少子高齢化というので、自動車以外の

お客様からも、いろいろとお引き合いを頂戴しています。見ておりまして、あれっと思いましたの

が、ロボットをお使いではないお客様がロボットを入れる、そう考えると、ロボットって万能だと

思ってしまうんですね。実はロボットってできないことのほうがはるかに多いです。 

ですから、そこの幻想を打ち砕くというと僭越な言い方ですが、実際どうなるかということをご説

明申し上げていくということが、一つ、私どもの仕事なのかなと思っております。 
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例えば、人間ですと 3 歳の子どもでもできるんですが、実は半年前までロボットにできないことが

あったんです。何かというと、コンセントを挿す、あれはロボットにはできなかったんです。なぜ

ならば、コンセントっていろいろな形態があり、また、そんなに精密じゃないんです。だから、わ

れわれは手で探りながら入れていく。ロボットはこれができなかったんです。ただ、できるように

なりました。毎年秋口にロボットショーがあるんですが、それに行きますと、どんどんロボットが

できることが増えていきます。 

ですから、電機メーカーさんに行きますと、最終の組み立てラインだと人間がワっと並んでいまし

て、コネクタを挿しているんですが、それがロボットに置き換わる、こんな時代はもう目の前に来

ています。これは変わっていくと思っております。 

 

われわれの事業領域ですが、これはわれわれの分け方なので、必ずしも世の中と一致しているのか

どうか分かりませんが、左にある PA システム、これは、いわゆる装置産業、連続体制御をやって

いらっしゃる、その中の FA システムというのは、いわゆる組立加工業、そういうものが中心でご

ざいます。 
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あと、いわゆる IT のところ、土木のところ。土木のことは後で申し上げます。それから公共の

話、それから計測器の話、そのようなものをやっています。 

今の IoT、Internet of Things、現場にセンサーを置いて、離れたところにコンピュータで、リモー

トで、有線か無線かは別にして、データを集めてきて処理をする。これは、実はこんなしゃれた言

葉がある前から、私どもはやっていました。ただ、今の IoT、決定的に過去と違うところがありま

す。何かというと、高速に大量のデータが入ってきます。ですから、とても Excel なんかではやっ

ていられません。人間がやっている分にはとても追い付かない。で、出てきたのが AI ですね。 

ニュートリノってお聞きになられたことがあるでしょうか。どういうものかというと、人工知能、

ディープラーニングがあるんですが、人間の脳って、一つの刺激が入ってくると、それをニュート

リノというか、網の目みたいなものを通って答えをだしてくる。それは実は昔から分かっていたん

です。ところが、コンピュータにやらせると、突拍子もない答えを出してくるんですね。それをデ

ィープラーニングというやり方で正確にしていこう。一つのニュートリノを通して出てきた答え

を、また次のニュートリノに通して、またその下のニュートリノに通す、これがディープラーニン

グというのですが、そういった技術がだいぶ発達してきました。 

今の AI って、これからますます発展していくとは思うのですが、まだこれが AI のエンジンだとい

うのはないんですね。例えば、10 万人の中から 1 人の人間の顔を出してくる、探し出す、こうい

うのはコンマ 1 秒で見つけられるんです。 

問題は、その人が悪いことをするかしないか。今だと、目がキョロキョロしている、挙動不審な感

じがする。だからこの人を見ましょうという話になるのですが、じゃあ、その人は悪いことをしよ

うと思ってキョロキョロしているのか、はぐれちゃった自分の奥さんを探してキョロキョロしてい

るのか、これは実は分からないですね。まだまだこれは進歩の余地はあると思います。 

最近、量子コンピュータ、そのようなお話は時々新聞でも聞きますが、これは何かといいますと、

今までのコンピュータと違いまして、例えばいろいろなやり方があります。一つが、Google さん

や IBM さんがやっているゲート方式というもの。それからもう一つ、これは実は日本の NEC にい

た方が考えたのですが、アニーリングという方式。 

この他にもあるんですが、ゲート方式、これは本命です。ただ一つ、致命的な欠陥があります。素

子をマイナス二百七十何度まで冷やさないと駄目なんですね。アニーリングというのは、組み合わ

せに得意だと言われています。どういうことかというと、例えば 30 個の都市があるとします。そ

の 30 の都市をどう回ると一番効率がいいんだ。それを、この間まで神戸にありました京というス

ーパーコンピュータ、あれで計算させると 300 年かかるんです。ところが、アニーリングの量子
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コンピュータで計算させると、一瞬で探す。1 秒弱で答えを出してきます。そうすると、僕らはア

ニーリングの量子コンピュータってスパコンより速いコンピュータだと思ってしまうのですが、実

は違うんです。 

例えば、スーパーコンピュータが出してくる答えはベストなんです。アニーリングの量子コンピュ

ータが出してくる答えは、ベターではあっても、ベストとは限らないです。どういうことかと申し

ますと、大きな箱があって、そこにいろいろな形の積み木を詰め込んでいく。こういったことがあ

ったと仮にします。そうすると、スーパーコンピュータって 1 個入れて、もう 1 個入れて、また 1

個入れて、どんどん入れていって、どこかで行き詰まると、最初に戻ってやり直しをしているんで

す。量子コンピュータはどうするかというと、大きな箱にいろいろな形の積み木を全部放り込んじ

ゃうんです。それで箱を揺するんです。と、どこかで落ち着きますよね、それを答えとしてしまう

んです。 

どっちがいいか、これは難しいところがあるとは言うものの、300 年後のベストより、1 秒後のベ

ターのほうが私はいいんじゃないかなとそう思っております。こういった技術もどんどん出てきて

おります。 
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これから製品のほうの説明に入らせてください。これは何かというと、トンネルを掘るシールドマ

シンという機械です。こういう機械自体は機械メーカー、三菱重工さんであるとか、IHI さんとか

がおつくりになられていらっしゃる。われわれは何をやっているかというと、その中で制御という

か、頭脳と言うと生意気ですが、土の中をどんどん掘っていきます。これは、掘るそばから周りを

固めてしまうというシールド工法です。土の中なので見えません。真っすぐ、目的どおり進んでい

るかという制御、これをやっております。 

実は、なぜこんなのをおまえの会社は始めたのかという話なのですが、私ども、かつて清水に拠点

がございまして、そこは港の商売をやっておりました。港が景気が悪くなり、彼らが陸に上がって

きて、どうしようと考えました。何が使えるだろうと考えましたところ、ちょうど船の商売をやっ

ていまして、船って当時から、海の上に行くと、GPS で自分の位置を決めていたんですね。それ

を応用できないかというところで始めたのがこれです。 

ですから、地上の 1 カ所を GPS で決めて、そこから穴を掘って周りを固めていきながら制御をし

ていくと、こういうやり方です。このとき、カーナビに気が付いていると、今頃ニューヨークに上

場していたのではないかと、いまだ悔しい思いをしております。 
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これが、もう一つ、Grid・Green と呼んでおりますが、何かというと、例えばオフィスの中、小さ

な部屋だったらいいんですが、広い部屋ですと、例えば天気のいい日は窓際の蛍光灯はちょっと暗

くしてもいい。それから、逆に夜はみんな明るくしなきゃいけないけれども、昼間は暗くしてもい

いじゃないか、そういうことはあります。 

新しくオフィスを建てる、工場を建てるのであれば、さあ、最初からそういう制御線を這わせて配

線してしまえばいいですが、もう既にできたビルにはそれはなかなかやりづらい。なぜかという

と、天井裏に潜って作業をしなければならない。お金がかかってしまう。われわれは、その蛍光灯

に電力を供給している電灯線、電力線、それに制御信号を乗せる、俗に PLC 方式と言いますが、

Power Line Communication、その製品を出させていただいております。 

これは実は、ちょっと前まで、日本で PLC をやっていらっしゃったのは、パナソニックさんとう

ちだったんです。パナソニックさんは、家庭用の LAN に PLC を使った製品を出していらっしゃい

ました。どういうことかというと、家庭の中、電灯線は必ず電力線が走っていますから、そこに

LAN の信号を乗せてしまえば、新たな配線工事は一切要らないというのをやっていらっしゃった
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のですが、無線 LAN、Wi-Fi ができてしまいまして、あまりパナソニックさんは最近ご熱心じゃな

いようで、私どもはそのようなことでやらせていただいています。 

これは、当初は工場の中の省エネを考えていたのですが、いや、実は入れていただいた後気が付い

たのですが、一番のお客さんは鉄道会社なんです。どういうことかというと、確かに言われてみま

すと、駅って営業時間中、ずっと蛍光灯をつけっぱなしなんですね。天気のいい日もあれば雨の日

もある。それはまた日がよく当たるところもあれば、比較的そうじゃないところもある。というこ

とで、そこで応用をしようというお話で、ご注文を頂戴しております。 

 

それから、これが私どものグループ会社がやっております、半導体の試験装置。半導体の試験装置

といいますと、半導体そのものの試験をお考えの方もいらっしゃるのですが、われわれは実は違い

ます。半導体って、基板という板にはんだ付けをしまして、それをいろいろな機械に組み込んでい

く、その基板の検査です。もっと言うと、その基板にちゃんとはんだ付けができているかというイ

ンサーキット・テスタ、それから、仮にはんだ付けがちゃんとできていたとしても、不良の部品が

混じっていないかという、ファンクションチェック、この二つがございます。私ども、実は二つと

もやらせていただいています。 
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一番いいのは、半導体の基板に直接ピンを当てて、そこで通電する、電気を流す、これが一番確実

に検査ができるんです。ところが、最近、皆さんお使いのスマートフォン、どんどん小さくなって

いますよね。そうすると、そのピンが電極にうまく当てられなくなってしまったんですね、小さく

なってしまって。どうするかというと、次に、写真をカメラで撮ります。OK のパターンと、パタ

ーンマッチングをする。 

ところが、最近は、基板が 2 層、3 層、3 次元になってきました。そうなると、カメラで見ても分

からない。じゃあ、どうするのか。X 線を当てます。X 線を当て、中を見る。この三つのやり方が

あるのですが、この全部の方式を持っているのは、世界で私どもだけです。 

もう一つ、実はやり方がありまして。フライングプローブというのですが、四つぐらいの接点でし

ょうか、それがポコポコと動いていって検査していくというやり方。これは実は私どもは持ってい

なかったんです。なぜ持っていないかというと、これは遅いんです。オンラインで検査するのは遅

くて付いてこられないんです。それでなかったんですが、最近、ますます部品が小さくなっちゃっ

たものですから、これも必要かなということで、今、開発している最中でございます。 

このところ、半導体が世界で非常に不足しております。そういう意味ではどんどん集中が進んでい

ると同時に、もう一つの大きなマーケットができております。自動車なんです。自動車って、ちょ

っとこういう言い方は自動車会社さんに失礼になってしまうんですが、あまりマスコミの方はおっ

しゃらないですが、今度の半導体不足、実は自動車は深刻です。 

さらに深刻なのは、普通、日本の場合、何かものが足りなくなると、まず自動車産業から優先的に

供給したんです。裾野が広いから。ところが、自動車、今回多分最後です。なぜかというと、半導

体って、ウエハーという円盤から切り出すのですが、今の主流は 12 インチのウエハーなんです。

ところが、自動車用って 8 インチなんです。TSMC さん、いまさら 8 インチの 2 世代前の設備投

資をするはずがありませんから、多分最後になります。 

という意味で、ちょっと自動車は深刻ですが。ただ、EV 化してくると、もう基板を使わざるを得

ない。例えば、僕らはスマートフォン持っていて、うっかり手が滑って池の中に落としちゃった。

落とした自分が悪かったと、壊れても諦めますよね。壊れてもしょうがないよと。ところが、自動

車はそうはいきませんよね。雨の日だって、走らなきゃ困ってしまうわけです。雪が降ったらエン

ストじゃあ困ってしまいます。だから、そういったヘビーデューティーの工程に使える基板、さら

に基板がもっともっと小さくなると同時に、自動車は振動と熱が出ます。そこに耐え得るようにし

ようというので、実はこの間、浜松のほうに次世代自動車開発センターがございまして、そちらで

講演しろというお話を頂戴しまして、この基板検査装置の講演をさせていただきました。 
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大変失礼ですが、やはり自動車の基板ってスマホより 2 世代前のイメージです。ただ、もうその時

代は目の前を通り過ぎていきます。そこで、いろいろなお話、例えばこういう振動はどうなんだと

か、こういうふうに熱を加えたらどうなんだと。もう一つ、小さくするには、部品を小さくすると

同時に、部品の配置の密度を濃くする、つまり部品と部品の間隔を小さくしないと駄目なんです

ね。部品と部品が近づくと、いろいろなノイズが発生します。そのノイズをどうやって取るんだ、

いろいろなお話を頂戴いたしまして、確かにこれはこれからのマーケットなのかなというのを実感

した次第でございます。 

 

もう一つは、振動計です。われわれはグループでやらせていただいているのですが。普通、振動計

ってどうやるかというと、一つのものの振動を測ろうとしますと、そこに鏡とか、あるいは銀色の

テープを貼り付けます。そこに光を当てまして、その光の反射光を見るんです。ところが、大きい

ものだったらいいですが、小さいものだと、鏡を貼った瞬間に重心の位置が狂ってしまうんです

ね。それが使えないし、正確なものが測れないというので、私どもはレーザードップラを使った振

動計をつくっています。非接触型です。これは、実はドイツに競合がいらっしゃいます。確かに中
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国もすごいですし、アメリカの技術も素晴らしいものがありますが、ドイツも侮れないというとち

ょっと言い過ぎですが、やはり力は本当にあります。 

ドイツと日本って結構似ている文化風土があるんですね。とても技術者を大事にします。尊敬され

ています、技術者は。そういったところから、技術って生まれてくるのかなと、そういう気がして

います。 

 

もう一つが、ユニレリーフと申します。何かというと、水の安全を検査する試験装置です。ですか

ら、お使いいただくのが、官公庁の上下水道、あるいは大手の食品メーカーさんがやはり中心とな

っています。 

何かといいますと、本当に水槽で金魚が泳いでいるんですよ。水が濁ってくる、あるいは水に危険

なものが混入してくると、金魚が苦しくなって暴れるんですね。そうすると、水槽の微少な磁界

が、電界が変化するんです。それを測って試験をやっております。 

この金魚が泳いでいるというのは、JIS で決められた試験方法なんです。40 リットルの水槽に何を

どう入れてというのがありまして。それを利用してやらせていただいています。 
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これは、競合が九州にいらっしゃるのですが、そちらはメダカをお使いです。違いは金魚とメダカ

の違いではないです。メダカって、なぜか知りませんけど、水が悪くなったり、あるいは敵が来る

と、みんなで集まって、体を大きく見せるという、そういう習性があるそうです。それをカメラで

見て応用していらっしゃいます。これも非常に素晴らしいと思いますが、ただ、このやり方は、水

が濁ると使えないんですね、カメラが見えなくなってしまうから。私どもは、水が濁ってもできま

す。ここで宣伝してもしょうがないですけど、というところをやらせていただいています。 

これを、先ほど海外のところで、海外は為替リスクだけではなくて政治リスクもあるというお話を

申し上げました。実はこのユニレリーフをやっていまして、日本国にも政治リスクがあったんだと

いうことを知りました。 

もう随分前ですが、東京オリンピックの前です。ちょうど都知事選があって、小池さんが新しく知

事になられたのですが、あの前に、このお話、都庁の水道局に大量にというお話を頂戴したのです

が、都知事選があって、そこにお金を使ってしまうというので、先延ばしになってしまいまして、

日本にも政治リスクがあるんだなということを知った次第でございます。 
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国内の拠点でございます。静岡県が発祥の会社なものですから、静岡県には拠点が結構ございま

す。ただ、絶対とは申し上げませんが、静岡県に拠点をつくることは、もうないのではないかな

と、そういう気がしております。 

国内は、いろいろとございますが、ちょっと薄いのが、いわゆる日本海側、それから瀬戸内海のと

ころです。ここをどうしていこうかというのが一つのわれわれの課題だろうと思っております。 

ただ、先ほど申し上げました、お客様が製造業であるとなると、国内に回帰してくるということ

は、どうでしょう、厳しいのかなと、そんな気もしております。ここはまさに判断になるところだ

と思っております。 

 

これが海外の拠点でございまして、ご覧のように、東南アジアに圧倒的にございます。その中で、

北米に、カナダ、これはトロントですが、ポツンとあります。ここだけ実は変わった拠点でござい

まして、いわゆるグループ全体の中央研究所の役目をしております。カナダのトロントって、ご存

じのように五大湖の上のほうにあります。なぜか知らないですが、五大湖を越えてアメリカ本土の
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合衆国に入ると、急に人件費がポカンと上がってしまうんですね。トロントって比較的安いんで

す。 

さらに、トロント大学って結構理科系では優秀な大学です。ですから、先ほどの AI とかディープ

ラーニング、この辺も実用化したのは、実はトロント大学です。なぜそうなったかというと、もう

なくなってしまったのですが、カナダにかつて Nortel という巨大な通信メーカーがございまし

て、そこの中央研究所がトロントにありました。その関係かと思っております。 

ですから、トロントにまいりますと、こちら、トロントというのはちょっと見栄を張っていまし

た。本当はトロントのお隣のリッチモンドヒルというところにあるのですが、デンソーさん、ある

いは AMP さんという、そうそうたる大会社の研究所がいっぱいあります。その中の片隅に私ども

がいると、そういうような感じでございます。 

以上、ちょっと駆け足ではございましたが、終了させていただきます。どうもありがとうございま

した。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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